


４月
学長が震災支援メッセージを発表

５月
岡本ハッピーバトンがオール甲南の集いに参加

６月
学生プロジェクト「六甲山×音燈る～ tomoru ～」
岡本ハッピーバトン in 気仙沼
 ＊岡本商店街が企画した被災地復興支援ボランティアに参加
住之江公民館「中国語入門・超入門編」企画提案
ボランティア教育連続講座「私たちにできること」
 ＊被災地支援に向けた連続講座（４回）

▼ 地域連携センター長のあいさつ

甲南大学では、2005 年度から 2010 年度まで大学の地域連携の窓口として、コミュニティ・デザ
イン・センター（CDC）を運営してきました。その活動は、地域の方々に支えられ、６年間に及びま
した。2011 年４月、この CDC を継承し、地域と大学との連携を推進する新たな拠点として、甲南大
学地域連携センターを設立しました。これまで培ってきた地域の方々との連携をもとに、それをさら
に発展させていきたいと考えています。多くの方に親しんでいただきたいと思い、地域連携センター
の愛称を【KOREC】（コレック）としました。
　KOREC とは、甲南大学「Konan University」における地域連携「Regional Liaison」の拠点「Center」
という意味合いを込めています。KOREC は、CDC と同じく、岡本キャンパスの 10 号館２階に置いて
います。ボランティアや地域連携に関心のある学生の皆さん、サークルやグループの皆さん、そして
教職員の方々も、気軽に KOREC にお問い合わせ、お立ち寄りください。

ＫＯＲＥＣ

2011 年度は岡本商店街、大学コンソーシアムひょう
ご神戸、神戸市社会福祉協議会と連携し、東日本大震
災被災地支援ボランティアへの参加を学生に呼びか
け、多くの参加を得ました。2012 年度もボランティ
アの企画や紹介を続けます。

ボランティアの紹介
10 号館 1 階の掲示板で、神戸市や東灘区の
NPO や自治体でのボランティアを紹介していま
す。登録した方には、ボランティア情報をメー
ルで配信しています。10 号館２階の KOREC に
お越しください。 →メールでの登録方法は裏面に

復興支援ボランティアに参加して……
・初めて会う者同士でも、皆で力を合わせることができ、すばらしいと感じた。
・被災者の方と直接話すことで、ニュースだけではわからないことがわかった。
・被災者の方ががんばっている姿を見て感銘を受けた。
・現地の方から、台風被害は大丈夫かと、逆に心配してもらったことに感激した。
・僕らのボランティア経験を伝えることが大事であるということを学んだ。
・テレビで見るより、現実はなにもなくて残酷な感じに驚いた。
・子供とふれあったが、傷ついていることは表にださず、逆にこちらが元気をもらった。
・自分に何ができるのか考えるようになった。
・すこしずつでも小さなことから始めることが必要。また参加したい。

「震災被災地支援ボランティアバス」（2011 年 8 月　宮城県名取市）参加学生より

▼ 東日本大震災の復興支援ボランティアに取り組みました

▼ 甲南大学の主な地域連携活動（2011 年度）
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学生の力を借りたい

地域で活動したい

「春休みボランティアバス」事後報告会の様子

７月
公開セミナー「南海地震に備える」
 ＊住民にできる津波対策について考える
兵庫県「まちの寺子屋師範塾」
 ＊子育て支援の講座
芦屋サマーカーニバル

８月
震災被災地支援ボランティアバス（左頁記事）[ 写真① ]
 ＊宮城県名取市で生活支援

９月
公開セミナー「六甲山の土砂災害水害に備える」
岡本一斉クリーン作戦

10 月
被災地支援ボランティア意見交換会
みかげスイーツロードと公園のあかり
第９回東灘アートマンス
 ＊ JAZZ 研究会のキャンパス JAZZ ライブ [ 写真② ]
ギャルリーパンセの展覧会

11 月
宮垣先生「NPO/NGO 論」
 ＊被災地支援ボランティア参加学生による体験談の発表

12 月
御影クラッセ　ACT19　（学生提案イベント）
　「音燈る～キャンドルナイト～」　[ 写真③ ]
　「サンタの国（子供のお遊び広場）」

１月
経済学部「地域活性化システム論」公開イベント

２月
認知症サポーター養成講座

３月
震災被災地支援「春休みボランティアバス」（左頁の記事）

 ＊宮城県名取市で傾聴ボランティアなど　[ 写真④ ]
3.11 つなみラインウォーク

「春休みボランティアバス」事後報告会
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